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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日、見学予定の馬渡佐智子様は都合により後日見学予定となる。

· 園芸プログラムの企画書、利用者様の作業申し送りノートを1Ｆのスタッフ詰め所に配置。

· さつき祭りの企画書をスタッフルームに置いておく為、各自確認する事。

＜利用者様情報＞

· 清水秋男様～最近、注意散漫の状態が見られている。

· 赤石陽介様～欠席との連絡あり。明日からデイケアを利用すると連絡受けている。

· 本多富美様～来所時に体温が37℃あり体調不良を訴えていた為、外来診察後に帰宅となる。

· 種本サハ様～入れ歯を食前に外す傾向がある。咀嚼時に入れ歯があると歯茎が痛むとの事。

· 村上元道様～本人より相談あり、「兄が実家にいるらしい。単身生活をして生活保護を受けて

いたのにどうなっているのか」と話されている。事実をお兄様には確認出来

ないと話されている為、家族を通して確認するように伝えている。本日は、弟様の携帯電話（本人名義）の料金を支払いに店に行かなくてはいけない為欠席となる。

＜デイナイトケア事例検討＞

奥山以依子様　女性　　 昭和24年12月29日生（62歳）　　担当医：安ヶ平Dr

主病名：統合失調症　　合併症：なし

【治療歴】

1 S42年4月～S50年2月（8年9ヶ月）青南病院

2 S55年4月～H17年4月（22年）　　 青南病院

青山荘入所後デイケア利用⇒青風荘入所後デイナイトケア利用

【利用目的】

1 対人関係　②身体機能の維持・向上　③作業能力：持続性の向上

【目標】

長期目標：病識を理解し身体的・精神的に安定する。集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

中期目標：①周囲に配慮が出来るようになる。

②４４kgに体重を維持する。

短期目標：①交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。

②毎日ウォーキングと腹筋運動をする。

実施計画：①病状悪化に繋がらないよう交流関係を円滑にし、人にぶつかったり、食器を乱暴に取り扱ったり等、他者や物に対する配慮に欠ける行動が見られた時には声がけをし促がしを行なう。

②月一度の健康チェック後に本人と面談を行い評価する。

【担当医からの指示内容】

· 基本的生活習慣の習得

· 対人関係の改善

· 作業能力・持続性の向上

· 身体機能の維持向上

【現在の状況】

· 超能力、神様に関する言動が聞かれる。

· 手の震戦、足の親指が上がる事を神様による現象と関連付けている。

· 特定男性利用者様への固執がある。特定男性利用者様への話し掛けも見られるが以前のようなしつこさは無い。

· 歩行時に周りを見ずに歩いている。他者にぶつかっても気にしない。

· 足がしかっりと床に着かずに歩く為、転倒した事もある。

· 躓きが多く見られる。

· 行動全般に力を入れる傾向がある。

※今後も青風荘利用の予定

（弟様からは、いつかは引き取りたいと話しているが、本人と弟嫁の相性が合わない）

【今後の目標】

· 疾病に関してのアプローチを行う。超能力、神様に左右された言動によって起こる日課、プログラムの有無を確認し聴取する。

· 対人面における目標と計画は継続して実施していくが、本人が目標達成しやすい内容に変更して立案していく

· ②の目標を変更する⇒膝に負担を掛けない歩き方等、具体的に目標を立てる。

＜外来情報＞

赤石陽介様～6/6（水）胆嚢の手術を行う。6/4（月）受診時予定。デイケアはこれからも続けたいがうみねこ幸房は給料の面から辞めたいと話しているとの事。

秋山和子様～目標体重を48㎏と設定している。

